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愛知県印刷工業組合�

富士山�



再生紙・非木材紙、植林木使用紙、�
FSC商品およびECFパルプ製品など、�
常に環境を配慮した提案・提供を�
推進してまいります。�

は�
自然にやさしい紙の流通を目指します。�

－ 11 －�

巻頭言�

　あけましておめでとうございます。�
　昨年は景気後退に拍車がかかり、11月には政
府も国内経済がデフレ状況にあると宣言しまし
た。市場には弁当、ワイン、ジーンズなど様々
な格安商品が登場し、消費者の購買意欲を駆り
立てました。今、数多くの企業が、無駄なコス
トを削減するなど様々な工夫を重ねながら、必
死の経営努力をしています。�
　当然、私たち印刷業界も例外ではありません。
景気の冷え込みに加え、情報媒体の多様化で、
印刷需要は確実に減少しつつあります。紙媒体
以外の情報産業との競争も熾烈になり、厳しい
時代です。こんな時、なりふり構わず仕事をか
き集めようとすれば、必ず価格競争に陥ります。
少ない利益も削り、社員の雇用を守れない事態
にもなりかねません。私は厳しい時代を生き抜
くには、正しい経営が必要であると感じます。�
　当組合では、前年度に引き続き、「健康な印
刷業」となるために「売上げ対経常利益率５％
を目指す」ことをスローガンに掲げています。
私たちは「何のために仕事をしているのか」と
いう原点を今一度見据え、未来永劫にわたって
事業を継続していかなければなりません。その
ためにも、経営者、社員、地域、そしてお客さ
まのことをしっかりと考えながら企業の存続を
図る、“幸せな事業継続”のあり方についても
学んでいく必要があります。�
　10月に東京でアメリカ印刷工業会会長のマイ
ケル・メーキン氏の講演会があり、印刷経営に

おいて教育は重要であるとのお話をされました。
正しい経営を行うには、社員教育は欠かせませ
ん。教育が疎かになれば、目の前の仕事を、価
格を落としてでも追いかけがちになり、結果的
に自社の事業継続を危うくさせるだけでなく、
業界全体を沈滞させる可能性をはらんでいます。�
　そうしたマイナスの方向に陥らないためにも、
私たちは、新しいビジネス領域を取り込み、売
り上げ拡大を図るべきです。印刷に付帯した様々
なサービスを提供し、自社の存在価値を高める
業態変革が必要になっていきます。厳しい時代
だからこそ、そのチャンスは大いにあるのでは
ないでしょうか。�
 全日本印刷工業組合連合会では、こうした業
態変革の実践を全国の印刷業に呼びかけており、
愛知県印刷工業組合としても、業態変革実践の
ヒントとなる情報提供のほか、様々な研修メニ
ューを企画提案してまいります。是非積極的に
活用いただきたいと思います。�
　繰り返しになりますが、事業継続のためには
正しい経営をしていかなければなりません。「売
上げ対経常利益率５％」を確保できる「健康な
印刷産業」となるために、そして次世代に印刷
産業の魅力を引き継ぐために、組合を通じ互い
に連携を深めながら、歩を進めていきたいと考
えています。�
　最後になりましたが、皆様のこの一年の更な
るご繁栄を祈念いたしまして、新年のごあいさ
つとさせていただきます。�

更なる「売上げ対経常利益率５％」を求めて�

理事長　　井　昭弘�



　●理事会�

　理事会は村瀬専務理事の司会で始まり、冒頭w井
理事長が次のように挨拶（別項参照）。�
　次いで、w井理事長が議長を務め、議案審議が行
われました。以下、その要旨です。�
　(1) 組合員の加入・退会の件　�

　○加入＝㈱興起社（渡邉一弘）知多支部�
　○資格変更＝昌栄印刷㈱名古屋営業所（長村哲郎）
中支部、ウエノ㈱（柳井淳）東南支部、㈱プリポー
ト（児玉和紘）西支部、宝印刷㈱名古屋営業所（野
村正道）中支部�
　○脱退＝第一印刷所（長谷川悌二）東三河�

（　）内は代表者／敬称略�
　○組合員数＝加入累積３、脱退累積５、組合員総
数310（平成21年度期首312）�
　(2) 平成21年度決算見込み�

　村瀬専務理事より、平成21年度一般会計予算、収
支決算見込みが報告されました。　�
　(3) 平成22・23年度役員候補者承認の件�

　本件については、木野瀬役員推薦会議委員長が、
「各支部からの推薦人により委員会を開き、その結
果、w井理事長に引き続き重責を担っていただくこ
とで、全会一致で決まりました。その理由としては、
①印刷会館建替えの推進、②全印工連事務局の再編
の取り組み、③組合員への指導を更に進めてもらう、

以上の３点を以って、お願いをしましたところ、快
くご承諾をいただきました」とし、「副理事長につ
いてはw井理事長に一任しました」と報告。これを
受けてw井理事長が「私の任期は２年と決めており
ましたが、皆様方のご支援とご協力を得て、後２年
頑張らせていただきます」と表明。その上で、「３
人の副理事長の留任と、後２人ぐらいの方にご無理
を申し上げて、５人体制を考えています」と、執行
部強化の発言がありました。�
　(4) 愛知県印刷会館の件�

　白井委員長から「会館問題はいまだいろいろあり、
紆余曲折をしていますが、組合員の皆さんにご迷惑
を掛けることはできませんので、慎重に進めており
ます。進展があり次第お知らせいたします」と報告。�
　(5) 今後の行事予定�

　▲平成22年　印刷と関連業界新年互礼会�
　とき　平成22年１月13日d　16：00パネルディス
カッション18：00互礼会　�
　ところ　名古屋東急ホテル�
　▲第２回マーケティングセミナー�
　「実例に学ぶ業態変革」�
　とき　平成22年１月27日d　18：30～�
　ところ　ウインクあいち1101会議室�
　講師　田中信一氏（㈱ビジネスコミュニケーショ
ン研究所代表取締役）�

　参加費　組合員：1,000円／人、一般：3,000円／
人�
　定員　80名�
　▲教育セミナー�
　【技術コース】（午前）、【営業コース】（午後）
の２コースで実施。�
　とき　平成22年２月20日g　10：00～�
　ところ　ウインクあいち1204会議室�
　参加費　【技術コース】組合員、一般共1,000円
／人　【営業コース】組合員2,000円／人、一般
4,000円／人�
　定員　各コースとも60名�
　【技術コース】（10：00～12：00）�
　タイトル「なぜ、今、Japan Colorなのか」�
　講師／長沼勉氏（6日本印刷産業機械工業会事務
局長）�
　【営業コース】（13：30～16：30）�
　タイトル（詳細は調整中）　講師／中野貴史氏（ソ
ウルプロダクツ代表）�
　▲経営革新セミナー（詳細は調整中）�
　テーマ「幸せな事業継続について」�
　とき　平成22年２月24日d　13：30～�
　ところ　ウインクあいち1101会議室�
　▲環境セミナー（詳細は調整中）�
　テーマ「印刷会社に係る環境対策について」�
　とき　平成22年２月24日d　16：00～�
　ところ　ウインクあいち1101会議室�
　▲平成21年度中部地区印刷協議会下期会議�
　とき　平成22年２月19日f、20日g�
　ところ　キャッスルプラザ（名古屋市）�
　参加　三役、理事、正副委員長�
　（詳細は調整中）�
　▲平成21年度鉛・有機溶剤取扱者健康診断（後期）�
　時期　平成21年11月～平成22年２月（予定）�
　ところ　受診申込企業�
　申込者　77名／12社（平成21年11月20日現在）�
　▲企業見学会�
　平成22年３月６日g（実施に向け調整中）�
　(6) 冊子「業態変革・ワンストップサービス実践
ガイドブックVer.2」配布の件�
　村瀬専務理事から、「業態変革･ワンストップサ
ービス実践ガイドブックVer.2は、組合員１社につ
き1冊を無償配布致します」と報告。�
　(7) 冊子「印刷産業のための個人情報保護の手引

き＜改訂版＞」発行の案内�

　(8) 理事会等会議開催日程�
　(9) その他�

　▲ 第46回光文堂新春機材展�
　とき　平成22年１月22日f、23日g�
　ところ　名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール）�
　後援　愛知県印刷工業組合�
　［報告事項］�

　1）受賞報告�
　①愛知県印刷工業組合「全印工連平成20年度共済
キャンペーン優秀工組表彰」11月12日�
　②岡田教育委員長「愛知県職業能力開発協会技能
検定委員永年勤続者表彰」11月26日�
　2）事業報告�
　「平成21年度鉛・有機溶剤取扱者健康診断（前
期）」、「平成21年度技能検定試験合格者発表」、
「従業員家族レクレーション大会」、「永年勤続優
良従業員表彰」、「第５回寺子屋開催」など。�
�
　●支部長会�

　引き続き行われた支部長会では、以下の議題が審
議されました。�
　(1) 平成22・23年度理事（支部長）・総代選出の

件�

　村瀬専務理事から理事（支部長）･総代候補者の
選出について、「選出する理事･総代は組合員の代
表であり、その人数は支部員数を基準に定められて
います。従って、支部ごとに理事･総代の人数は異
なります。それぞれの支部における理事･総代の人
数については、平成22･23年度役員候補者選出資料
をもとに行います。また、理事候補者のうち一人は
支部長候補者として選出下さい」との説明があり、
次いで、理事･総代候補者の人数算出方法、理事･総
代候補者選出について留意事項、理事･総代の職務
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●愛知県印刷工業組合平成21年度12月期理事会・支部長会�

“執行部を補強し、事業強化をサポートしたい”�

「業態変革･ワンストップサービス�
　　　　　実践ガイドブックVer.2」を無償配布�

　平成21年度12月期理事会（第５回）・支部長会（第

２回）が、12月４日犬山市の名鉄犬山ホテルにお

いて21名の参加を得て開催されました。席上、去

就が注目されていました　井理事長の２期目の就任

が報告され、それを受けて　井理事長から、「副理

事長ポストを５人体制にしたい」旨の発言がありま

した。また、新規加入事業所として知多支部の㈱興

起社（渡邉一弘代表）の加入が報告されました。受

賞報告として、４年連続して「全印工連平成20年度

共済キャンペーン優秀工組表彰」の受賞と、岡田教

育委員長が「愛知県職業能力開発協会技能検定委員

永年勤続者表彰」を受けたことが披露されました。

（なお、先般全印工連から刊行されました「業態変

革･ワンストップサービス実践ガイドブックVer.2」の

無償配布が決まりましたので、「あいちの印刷」12月

号と同時に発送しました。是非、一読ください。）�

理事会・支部長会のもよう�



　業界は大変厳しい状況にありますが、今日はゆっくり
と情報交換をしていただければと思います。いつも申し
上げていることですが、“健康な印刷業界、売上げ対経
常利益率５％”は、これからも言い続けて行こうと心に
決めています。�
　これだけ厳しい時期ですから、どうしたらいいのか考
えますと、やはり正しい経営が必要ではないだろうかと
思います。では、正しい経営とはどうすればいいのか－。
まず、自分の会社の数字というものをしっかり認識して
いただきたい。このような時期ですから、私共も、売上
げ、利益共に落ちています。どうすればいいのか－、今
の状態が普通ではないだろうか、と考えたらどうでしょ
う。そして、今の状態からあと20％売上げが下がったと
ころで、利益が上がるような仕組みを作る必要があるの
ではないだろうか、ということです。できる、できない
ということは別問題として、そういう取り組みをしてい
かなければいけない。そのような話を今朝も会社でした
ところです。�
　では、どうしたらいいのか、ということになりますが、
そういうときに、まず、決算書の中の貸借対照表をみま
す。今まで数社の建て直しをしてきましたが、最初にや
ることは、貸借対照表の中で資産と負債を整理するとい
うことを行ってきました。借金が多い会社は累損赤字が
あります。これをなくすために、資産で処分できるもの
は処分します。そして借金は、返せるものは処分したも

ので返してしまいます。とりあえず、自分の会社を身軽
にする、ということが大事ではないかと思います。そこ
へ、新しい資本を注入していきます。こういうことが必
要でないかと思うわけです。ただ、今更新しい資本を継
ぎ込むことはどうもならん、ということは、殆どの方の
お考えだと思います。ですから場合によっては、他人資
本を引っ張り出してくるということも必要になるでしょ
う。資本をどのようにして増強していくかは、大事なポ
イントではないかと思います。�
　損益計算書のほうでは、売上げ、収入を増やす、ある
いは、支出を減らすということになります。収入を増や
すことは難しいことです。いままでの方法で売上げを増
やそうとすると、どうしても摩擦が起きます。全印工連
で皆さん方に何度も何度もお伝えしています業態変革、
この業態変革によって、自分のところの本業の両サイド
にあるサービスを取り込んでいくことで、全体の売上げ
の枠を広げていきます。こういう方法が今やるべきこと
ではないだろうかという気がします。印刷機械をどんど
ん廻して、売上げを増やしていくという時代ではありま
せん。私はそう思っています。�
　話が横道にそれますが、今度発行されました業態変革
の本は、無料で組合員さんに配ることにしております。
沢山の事例が掲載されておりますので、しっかり参考に
して下さい。自分のお客様の身のまわりをよく見ていた
だき、お客様のまわりにある、お金になるサービスを我々
の業界の方に取り込んでいく、このことが必要だと考え
ます。�
　支出を減らしていくことも難しいことですが、これは
固定費の削減と一言で言えます。固定費は何かとなりま
すと、殆ど人件費です。人件費を削る、つまり、かわい

い社員の首を切るということはなかなかできることでは
ありません。これは大変難しい問題だと思います。しか
し、今が普通の状態で、後20％下がったらどうするのか、
真剣に考えていくならば、もっと行き詰まってからでは、
不幸にする度合いも大きくなりますので、やはりある程度、
厳しく固定費の削減をせまっていかなければならない時
代にきているのではないか、そんなことを思っています。�
　今年、幸せの事業継続ということをいっていますが、
先日ある本を読んでいましたら、長寿企業4,000社のア
ンケートがでていました。長寿企業の８割が家訓・社是
というものを必ず制定しています。その中で、家訓・社
是を明文化している企業が４割、口頭で伝えている企業
が４割あり、何らかの形で社是・社訓をもっています。
それから過半数の企業が、創業時代の事業から業種転換
しています。時代の変化と共に、業態変革を余儀なくさ
れながら続けています。�
　また、老舗の強みとは何なのか、信用だと７割の方が
言われています。つまりこのことは、毎日、如何にきち
んとした仕事をしていくかということであり、非常に大
事ではないだろうか思うわけです。もう一つ、重視する
漢字を尋ねています。それには信用の信と誠があげられ
ています。こうしたことは、先ほど申し上げた正しい経
営を行っていく上で、参考になっていくのではないだろ
うかと思います。�
　どの会社も、なんとしても幸せな事業継続というもの
をしていかなければなりません。大変厳しい時代ですの
で、どれだけの企業が残っていけるのか、心配なところ
でありますが、皆さんの企業におかれましても頑張って
いただき、また、支部の皆さんにも厳しい時代がきてい
ることをお伝えしていただければと思います。�

について、理事（支部長）･総代候補者の選出結果
報告について、などの事項が説明されました。そし
て「各支部で選出された方々は平成22･23年度
理事･総代候補者として、役員推薦会議により平成
22年度総代会において推薦されます」との報告があ

りました。�
　(2) 支部活動状況報告�

　豊橋支部、岡崎支部、西尾張支部、知多支部、東
南支部、熱田支部、中川支部、中支部、中村支部、
東北支部、名古屋而立会からそれぞれの活動報告が

行われました。�
　その他、緊急連絡先などの報告があり支部長会を
終了しました。�
　休憩時間をはさみ、午後６時より懇親会に入り、
情報交換と親睦を重ねました。�

　昨今の厳しい経済環境の中、我々印刷業にも大
きな変革が求められていることは、経営者は勿論、
そこで働く社員の方々も日々感じられていること
と思われます。また、全印工連が掲げる「業態変
革」という言葉も最近は当たり前のように聞かれ
るようになってきました。ところが、「業態変革」
の必要性をこの業界の誰もが感じている一方で、
自社の具体的な方向性が定まらず、結果として何
も変わっていない業者が多いのが現状ではないで
しょうか。�
　今回、愛印工組マーケティング委員会では、全
印工連2010計画の業態変確実践プランの支援プロ
グラムによって全国各地で講師として活躍されて
いる㈱ビジネスコミュニケーション研究所田中信
一氏を講師として招聘し、「実例に学ぶ業態変革」
をテーマにセミナーを開催いたします。�
　業態変革・ワンストップサービス実践ガイドブ
ックVer.2を中心に実際の業態変革の事例から、
業態変革を進める上での考え方や、実戦のポイン
トを学び、これからの各社の業態変革にお役に立
てていただきたいと思います。�

　■平成22年１月27日(水)　18：30～20：30�
　■会場：ウインクあいち11階1101号室�

■講師：田中信一氏（㈱ビジネスコミュニケー

ション研究所代表取締役）�

　■定員：80名（先着順）�

　■会費：組合員1人1,000円／一般：1人3,000円�
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【ご案内】�

愛印工組 マーケティングセミナー�

業態変革実践プラン 全印工連2010計画�
実例に学ぶ業態変革�



　愛知県環境部より「廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律施行規則の一部を改正する省令等の施行につ
いて」の通達がありましたので報告します。�
　「産業廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規
則の一部を改正する省令（平成21年度環境省令第11

号）、独立行政法人環境再生保全機構に関する省令
の一部を改正する省令（平成21年環境省令第12号）、
無害化処理に関する特例の対象となる一般廃棄物及
び産業廃棄物の一部改正に関する件（平成21年間環
境省告示第68号）、微量ポリ塩化ビフェニル汚染廃
電気等に係る無害化処置の内容等の基準等（平成21
年環境省告示69号）、特別管理一般廃棄物及び特別
管理産業廃棄物の処分又は再生の方法として環境大
臣が定める方法の一部を改正する件（平成21年環境
省告示第71号）が平成21年11月10日に交付され、平
成21年11月24日から施行される。また、ポリ塩化ビ
フェ  ニル廃棄物処理基本法の一部を変更する件（平
成21年環境省告示第72号）が平成21年11月10日に適
用された」。�

　■特別管理産業廃棄物管理者の設置について�

　(1)特別管理産業廃棄物管理責任者の設置対象�

　従業員、売上高等に関係なく、「廃棄物の処理及
び清掃に関する法律」（昭和45年法律第137号）に
基づき、事業活動に伴い特別管理産業廃棄物を生じ
る事務所を対象に特別管理産業廃棄物管理責任者を
置き、特別産業廃棄物の処理に関する業務を適切に
行うことが義務づけられる。�
　(2)印刷における主な特別管理産業廃棄物�

　・廃酸（ph2.0以下の酸性廃液）→フィルム定着
液の一部�

　・廃アルカリ（ph2.5以上のアルカリ性廃液）→
PS版現像液の一部�
　・PCBを含んだ紙屑等�
�
　〈問い合わせ先〉�

　・愛知県産業廃棄物協会�
　　TEL052-332-0346　FAX052-322-0136�
　・財団法人日本産業廃棄物処理振興センター�
　　TEL03-3668-7311　FAX03-3668-6512�
　・社団法人全国産業廃棄物連絡会�
　　TEL03-3224-0811　FAX03-3224-0820

　■ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理�

　ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理に関して、�
環境省からパンフレットが発行されていますので、
一部抜粋し紹介します。�
　〈PCBの用途・性質〉�

　PCBは、電気機器用の絶縁油、各種工業における
過熱並びに冷却用の熱媒体及び感圧複写紙（ノーカ
ーボン紙）などのような用途に利用されていました。
現在は新たな製造・輸入ともに禁止されています。
PCBとは、ポリ塩化ビフェニル化合物の総称であり、

その分子を構成する塩素の数やその位置の違いによ
り理論的に209種類の異性体が存在し、中でもコブ
ラナーPCB（コブラナーとは、共平面構造の意味）
と呼ばれるPCBの毒性は極めて強く、ダイオキシン
類として総称されているものの一つとされています。�

　〈PCBを保管する事業者に課せられる規則〉�

　PCB廃棄物を保管している事業者は、毎年度、そ
のPCB廃棄物の保管及び処分の状況に関して都道府
県知事に届けなくてはなりません（届出がなかった
者は、また、虚偽の届出をした者は６か月以下の懲
役又は50万円以下の罰金に処されます）。�
　事業者は、法律が施行された日（平成13年７月15
日）から15年の期間内に、PCB廃棄物を自ら処分す
るか、若しくは処分を他人に委託しなければなりま
せん。事業者が上記期間内に処分に違反した場合に
は、その事業者に対し、期限を定めてPCB廃棄物の
処分などに必要な措置を講じることを命ずることが
できます（この改善命令に違反すると、３年以下の
懲役若しくは1,000万円以下の罰金に処され、又は、
これを併科されます）。�
　何人も、PCB廃棄物を譲り渡し、又は、譲り受け
てはいけません（これに違反すると、３年以下の懲
役若しくは1,000万円以下の罰金に処され、又はこ
れを併科されます）。事業者の地位を承継した者は、
その承継があった日から30日以内に、その旨を都道
府県知事に届け出ることになっています（届出を行
わなかった者、また虚偽の届出をした者は30万円以
下の罰金に処されます）。�

　〈特別管理産業廃棄物管理責任者の設置〉�

　PCB廃棄物の処理に関する業務を適正に行わせる
ために、事業者ごとに廃棄物処理法に基づく｢特別
管理産業廃棄物管理責任者｣を置かなければなりま
せん（この義務に違反すると、30万円以下の罰金に
処されます）。�

　〈PCB廃棄物の適正な保管〉�

　PCB廃棄物の保管にあたっては、廃棄物処理法に
基づく｢特別管理産業廃棄物保管基準｣に従わなけれ
ばなりません。同基準には、飛散・流失・地下浸透・
悪臭発生の防止などが定められており、基準に適合
していない場合、都道府県知事は、保管事業者に対
し期限を定めて必要な措置を講ずべきことを命ずる
ことができます（この改善命令に違反すると、3年
以下の懲役若しくは300万円以下の罰金に処され、
又はこれを併科されます）。�
　■特別管理産業廃棄物保管基準（PCB廃棄物の

場合）�

　①保管場所の周辺に囲いが設けられていること。�
　②見やすい箇所に特別管理産業廃棄物の保管場所
である旨などの表示をした掲示板が設けられている
こと。�
　③PCB廃棄物の飛散・流出・地下浸透・悪臭発生
の防止のための措置が講じられていること。�
　④保管場所にねずみが生息し、及び、蚊・はえ、
その他の害虫が発生しないようにすること。�
　⑤PCB廃棄物に他の物が混入するおそれのないよ
うに仕切りを設ける等、必要な措置が講じられてい
ること。�
　⑥PCBの揮発防止及びPCB廃棄物が高温にさらさ
れないために必要な措置が講じられていること。�
　⑦PCB廃棄物の腐食の防止のための必要な措置が
講じられていること。�
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■ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の�
　適正な処理に向けて�

印刷における�
主な特別管理産業廃棄物�
廃酸（フィルム定着液）／廃アルカリ（PS版現像液）�
／PCBを含んだ紙屑�

保管場所表示の例�
（縦・横それぞれ60cm以上）�

特別管理産業廃棄物�
PCB廃棄物保管場所�

関係者以外の立入を禁止する。�
管理責任者○○○○　名称○○○○�
連絡先○○○―○○―○○○○�



　6日本印刷産業連合会（以下・日印産連）は、12月３日
愛知県産業労働センターで、｢印刷業界における環境関
連総合特別セミナー｣を開催した。共催は、愛知県印刷
工業組合と中部地区印刷協議会。75名が参加。�
　日印産連は印刷産業にとって避けて通れない環境問題
に関し、特に重要な項目を取り上げ、特別セミナーを各
地で開催している。今回のセミナーもその一環として企
画・開催されたもの。セミナーは二部で構成され、第一
部では「印刷企業にとって重要な環境法規とその対応に
ついて」須田治樹氏（日印産連・GP認定審査員）が、
第二部では「カーボンフットプリント制度の概要と出版・
商業印刷物のPCRについて」木下敏郎氏（日印産連・
PCR策定WG委員／凸版印刷㈱製造・技術研究本部エコ
ロジーセンター課長）がそれぞれ講演した。�
　このうち須田氏は「行政機関が事業所に積極的に環境
法規に関して指導や啓蒙活動をしているかとなると私に
はそうは見えません。ですから、日頃、あまり問題はな
いように感じるのですが、事故が起こるとその法令に基
づいて裁かれることになります」と環境法規の重要性を
指摘。そして「ISO14000、エコアクション、グリーン
プリティングなどのマネジメントシステムに取り組む時
の一つのツールというか、事前の情報として（今回のセ
ミナーを）利用していただければと思います」と述べた。
その上で環境法規の概要、特に印刷会社が注意しなけれ

ばならない「大気汚染防止法」（ばい煙規則／揮発性有
機化合物排出規則など）、「水質汚濁防止法」（有害物
質に係わる排水基準／生活環境項目に係わる排水基準な
ど）、更には「騒音規正法」、「振動規正法」などを説
明し、対応のポイントも併せて説明した。�
　木下氏はカーボンフットプリント制度の概要を説明する
とともに、出版・商業印刷物のPCR（Product Category 
Rule／商品別算定基準）に基づく算定方法を説明した。
説明によるとカーボンフットプリント／炭素の足跡）と
は、「商品・サービスの現材料調達から、廃棄・リサイ
クルに至るまでのライフサイクル全体を通じて排出され
る温室効果ガスの排出量を地球温暖化に与える影響の程

度によりCO2相当量に換算して、当該商品及びサービス
に簡易な方法で分かりやすく表示したもの」。また、
PCRとは「商品、サービスの種類ごとに、定義、算定条
件、表示方法等を定めた『ルーフブック』」。印刷関係
は基本的に『中間材』ルールで算定の方向にあり、算定
範囲は「『印刷版』を使用する、オフセット印刷、グラ
ビア印刷、フレキソ印刷、活版印刷当により作成される
ものが対象」。これらを説明した上で、木下氏は原材料
調達段階、生産段階における一次データ（カーボンフッ
トプリントの算定を行う事業者が自らの責任で収集する
データ）と二次データ（カーボンフットプリントの算定
を行う事業者が、自ら収集することが困難で、共通デー
タや文献データ、LCAの実施例から引用するデータのみ
によって収集されるもの）の収集方法を説明した。�

　中川支部（富永康文支部長）と熱田支部（牧克俊支部
長）の合同忘年会が12月９日午後６時半より、ホテルグ
ランコート名古屋｢花梨｣において開かれた。�
　合同忘年会は、牧支部長の司会で、冒頭、細井俊男副
理事長が挨拶。次いで、理事会報告を猪飼、富永両氏、
支部報告を富永、牧両氏が行った。大河内氏の乾杯の音
頭で祝宴に入り、厳しかった一年の垢を取り除くべく、
情報交換と和気藹々の親睦を行う中で終宴をむかえ、「経
済環境は大変厳しいがまだまだ我々印刷業界の役割はあ
る。お互いに元気を出して頑張りましょう」との富永支
部長の閉会の挨拶でお開きとなった。出席者は20名。�
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日印産連・愛印工組・中部地区協�

環境関連総合特別セミナーを開催�

テーマ「環境法規」�

　　　「カーボンフットプリント」�

愛印工中川支部・熱田支部合同忘年会�

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�
事業・行事 平成21年後期�
 鉛・有機溶剤取扱者健康診断実施�
検診委託先 6オリエンタル労働衛生協会�
※ 鉛・有機溶剤取扱者につきましては、それぞれ年２回（６か月毎に１回）�
　の受診が法律によって義務付けられております。御社で使用中のインキ、�
　湿し水に該当する溶剤が含まれているかどうかご確認の上、ご対応下さい。�
事業・行事 マーケティングセミナー�
 「実例に学ぶ業態変革」（15頁参照）�
事業・行事 教育セミナー「なぜ、今、Japan colorなのか」�
ところ ウィンクあいち　12階　1204会議室�
講師：長沼 勉氏 6日本印刷産業機械工業会事務局長�
参加費：愛印工組組合員・一般共 1,000円／人�
事業・行事 教育セミナー�
 「顧客開拓営業について」（仮題）�
ところ ウィンクあいち　12階　1204会議室�
講　師：中野 貴史氏　ソウルプロダクツ代表�
参加費：愛印工組組合員2,000円、一般4,000円�
事業・行事 13:30～教育セミナー「真剣に考えよう！�
 “幸せな事業継続”セミナー」�
 講師：久保田博三氏�
 　　  Ｋ・ビジネスソリューション代表�
 15:30～環境セミナー「これだけは知って�
 おきたい！経営者のための環境セミナー」�
 講師：寺田勝昭氏 Ｐ＆Ｅマネジメント代表�
 （２セミナーを１セットとして開催します。）�
ところ ウィンクあいち　11階　1101会議室�
参加費：愛印工組組合員2,000円、一般3,000円�

平成21年�
10月上旬�
　 ～�
平成22年�
３月上旬��
１月27日d�
18:30～20:30�

２月20日g
10:00�
　  ～12:00��
�
２月20日g
13:30�
　  ～16:30�
�
�
�
�

２月24日d
13:30�
　  ～17:00

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）�

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考�
事業・行事 ㈱光文堂 第46回光文堂新春機材展�
ところ 名古屋市中小企業振興会館 吹上ホール�
後援　愛知県印刷工業組合�
事業・行事 JAGAT会員の集い「JUMP中部2010」�
ところ ホテル名古屋ガーデンパレス�
～テーマ：チャンスはチャレンジから～講演会14：30～�
交流会：17：15（会費については問い合わせて下さい）�
事業・行事 中部グラフィックコミュニケーションズ工�
 業組合  新春講演会と新年互礼会 �
ところ 中日パレス�
講師：竹村亜希子氏　演題：リーダーの易経�
事業・行事 中部地区印刷協議会�
 「平成21年度下期会議」�
ところ キャッスルプラザ�
事業・行事 6日本印刷学会中部支部セミナー平成22年度�
 冬季印刷技術セミナー「次世代印刷機の登場、�
 その革新性と生産性」�
ところ ウィンクあいち　11階　1101会議室�
講師：富士フィルム㈱　河合英昭氏�
　 　三菱重工㈱　　藤本信一氏�
会費：7,000円（３名以上参加の企業は１人6,000円）�

平成22年�
１月22日f�
    ～23日g

１月22日f�

�
�
�１月26日c�
�
�
２月19日f�
　～20日g

�
�

２月20日g

中川・熱田支部合同忘年会出席の皆さん�



紙でご愛顧50年�

名古屋紙商事株式会社�

印刷用紙専門商社�

社長  長谷川　志�
名古屋市東区主税町4-83　　 〒461-0018�
TEL.052-931-2221㈹   FAX.052-932-1418�

豊山加工センター　愛知県西春日井郡豊山町豊場�
　　　　　　　　　TEL〈0568〉28 - 2049

メイカミ�

　7文字・活字文化推進機構と7出版文化産業振興
財団は、国会議決として定められた2010年「国民読
書年」にちなみ、ロゴマーク、キャッチコピー「じ
ゃあ、読もう。」を発表しました。読書をテーマと
したイベントなどを毎月開き、言語力の向上に取り
組むことなどを明らかにしています。また、国民読
書年にあわせ、中学生、高校生、成人を対象とした
アンケート調査「現代人の読書実態調査」の調査結
果を発表しております。�
　国民読書年は、一昨年国会において全会一致で採
択され決定されたものです。決議は、「文字・活字
を受け継ぎ、更に発展させ、心豊かな社会の実現に
つなげていくことは、今の世に生きる我々が負うべ
き重大な責務である。我が国でも『活字離れ』とい
われて久しく、年齢層を問わず、読書への興味が薄
れているといわざるを得ない。この現状を受け止め、
2005年の『文字・活字文化振興法』制定から５年に
あたる2010年を『国民読書年』と定めることとし、
政官民が協力し、国をあげてあらゆる努力を重ねる」
としています。�

　■「国民読書年」行動計画�

　文字・活字文化推進機構では、「2010年国民読書
年」にあわせ、各界の英知を結集した「国民読書年
推進会議」を設置し、活字文化と電子メディアとの
共生を目指す、「国民読書年祭典」に向けて、次の

７項目の課題に向けて取り組む。�
　①公共広告機構はじめ各種メディアの協力を得て、
学校、家庭、職場におけるGNR（Gross National 
Reading／国民総読書量）の底上げを図り、国民の
不読率の引き下げに務める。�
　②社会人を対象とした言語力（読む・書く・聞く・
話す）向上のシンポジューム、講座、研修などを
企業単位で開催する。�
　③学校における言語教育の具体策として、読書
推進や新聞活用教育の実践を促がすとともに、
2009年秋「言語力検定」を開始して、新学習指導
要領に基づく言語活動や子供達の読解力の向上を
支援する。�
　④全国の学校図書館、公共図書館の現状調査を
行い、人材・図書資料・施設などの整備拡充策を
提言するとともに、国・自治体に対して図書館の
更なるレベル向上を働きかける。�
　⑤読書活動の教育的・社会的な有効性に関する
総合的な調査研究を実施し、2010年に中間報告を
行う。�
　⑥世界の子供達が、等しく子供時代にふさわし
い本と出会えるよう、国連に対して「国際子供読
書年」決議の採択を働きかける。�
　⑦2010年10月29から31日の３日間、幅広い国民
の参加のもと、それまでの読書活動の集大成として、
「国民読書年祭典」を実施する。�

　国民読書年ロゴマーク�

　ロゴマークは緑色。若々しさ、爽やかさ、環境を連想

させる色が用いられている。�

　7出版文化産業振興財団（略称：JPIC：肥田美代子理
事長）は、2010年国民読書年に向けて、全国の中学・高
校生及び成人を対象とした広範な「現代人の読書実態調
査」を実施しました。それによりますと、「読書量が一
番少ない年代は30代」「成人の読書をしない理由のトッ
プは、仕事・家事・勉強が忙しく本を読む時間がない」
「中高生の読書をしない理由のトップは、本を読まなく
ても不便はない」「親が読書するほど子供は読書好きの
傾向」などが明らかになりました。�
　実施したのは、全国の中学生・高校生（1,239人）対
象と、成人（1,550人）対象の２つの調査で、何れも、
読書実態と読書に対する意識と意向を幅広く調べたもの
です。その一部を紹介します。�
�
　■１か月に読む本の平均冊数（成人調査）�

　【１か月間の読書量がもっとも少ないのは30代】�
　１か月間に読む本の平均冊数を聞いたところ、「１冊」
が29.2%と最多。１冊も本を読まない「０冊」は23.7%で、
中でも30代は27.4%と他の年代に比べて一番多い結果と
なった。�
　■読書しない理由（成人調査）�

　【トップは、「仕事、家事、勉強が忙しくて本を読む
時間がない」で４割弱】�
　１か月に１冊も本を読まないという回答者に、読書し
ない理由を聞いたところ、トップは、「仕事、家事、勉
強が忙しくて本を読む時間がない」38.1％。続いて、第
２位「本を読まなくても不便はない」38.2％、第３位「読
みたい本がない、何を読んでよいのかわからない」34.3
％と、何れも３割を超える回答があつた。１位の「仕事、
家事、勉強が忙しくて本を読む時間がない」では、20代
45.9％、30代42.4％が他の年代と比べて多く、３位の「読
みたい本がない、何を読んでいいのかわからない」は20
代が45.9％と最も多い結果となった。�

　■読書しない理由（中高生調査）�

　【「本を読まなくても不便はない」が半数以上でトップ】�
　１か月間に１冊も本を読まないという回答者に、本を
読まない理由を聞いたところ、「本を読まなくても不便
はない」51.6％が過半数を超え、読まない理由のトップ
となった。以下、「読みたい本がない、何を読んでいい
かわからない」46.9％、「勉強や部活が忙しく、本を読
む時間がない」40.1％が続き、それぞれ４割を超える結
果となった。１位の「本を読まなくても不便はない」は
女性44.9％よりも男性56.1％が多く、３位の「勉強や部
活が忙しく、本を読む時間がない」は男性35.1％よりも
女性47.4％が多い結果となり、それぞれ10ポイント以上
の差が出た。その他の項目では、男女別で10ポイント以
上差が出たのは、「本を買う経済的余裕がない」で男性
が12.3％、女性が23.1％であった。�
　■本の情報を得る情報源（成人・中高生調査）�

　【トップは成人・中高生とも「書店」】�
　成人・中高生それぞれに本の情報を得る情報源につい
て聞いたところ、成人の情報源のトップ３は、「書店で
の立ち読み」59.3％、「新聞の広告」45.6％、「新聞の
記事や書評」37.8％という結果がでている。中高生のト
ップ３は、「書店の店頭」53.9％、「知人・友人」49.4％、
「インターネット（記事やブログ）」45.1％であった。�
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ご存知でしたか？　今年は「国民読書年」です�

文字・活字文化の発展を目指す�

「国民読書年」�

国民の「不読率」の引き下げを図る行動計画�

キャッチフレーズは�
「じゃあ、読もう。」�

(財)出版文化産業振興財団�

「現代人の読書実態調査」�
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　中部地区における印刷関連機材
展として、また、業界の新春恒例
の行事として定着した、印刷機材
の総合商社㈱光文堂（小澤久隼社
長）が主催する2010エクセレン
トプリンティングフェア「第46
回光文堂新春機材展」が平成22
年１月22・23の両日、名古屋市
中小企業振興会館（吹上ホール）
において、「NEXTビジョン」を
テーマに開催される。�

　●ベストマシン見学に絶好の機会�

　いまだ景気回復への足がかりが
不透明な中で、まだまだ厳しい環
境が続きそうである。しかし、景
気の状況がどうあれ、印刷関連業
界においては、クライアントから
の要求が複雑多義になり、より高
度で多様化したものが求められて
いる。この傾向は更に強まりをみ
せる中で、どのように対応してい
くのか、その手段はあるのかー、
ベストの対応を求め試行錯誤が繰
り返されている。そうした問題解
決、あるいは、情報収集の一助に
貢献しているのが、この地方唯一
の印刷総合機材展「光文堂新春機
材展」である。�
　今回の規模は、出展社数63社
280小間（コラボレーション26小
間）で開催される。各社からの新
鋭機／システムなどを始め、光文
堂からもKBD製品を始め、KBD
新製品など多数が披露される。�

　●コラボレーション出展社�

　▼アミエ㈱▼エスケーワード㈱
▼㈱第一印刷▼㈱印刷美術研究所
▼広光印刷㈱▼長瀬印刷㈱▼㈱ヨ
ネヤ▼吉岡印刷㈱▼㈱近藤印刷▼
㈲田中印刷所▼永瀬印刷㈱▼㈱二
和印刷紙業▼㈱ビジネスサポート
センター▼北東工業㈱▼㈱渋谷文
泉閣▼㈱メイセイプリント▼(協)プ
リンティングクラスター▼㈱帆風
▼竹田印刷㈱▼プリ・テック㈱▼
豊陽印刷㈱▼大洞印刷㈱▼㈱サン
エムカラー▼㈱大日紙業▼㈱アク
アス▼伊藤手帳㈱�
　●セミナー・内容�

　【開催日・内容】�
　■１月22日f�
　〈11時～12時30分〉�
　テーマ／「今、この時代、大競
争時代を勝ち抜くための経営改革
視点」�
　講師／㈱日本能率協会コンサル
ティング生産事業部シニアコンサ
ルタント斎藤哲也氏�
　〈13時30分～15時〉�
　テーマ／「印刷営業に求められ
るデジタル工程必須知識」�
　講師／JAGAT専任講師古殿竜夫
氏�
　■１月23日g�
　〈10時～11時30分〉�
　テーマ「中小企業の賃金政策、
整備・改善」�
　講師／7日本生産性本部雇用シ
ステム研究センター指導主査岩崎

秀一氏�
　〈13時30分～15時〉�
　テーマ／「不況に打ち勝つ～
Webカタログを活用したコスト削
減、CO2を削減するIT活用～」�
　講師／㈱デジタルマックス代表
取締役垣内重栄氏�
　（講演は、事前申し込みが必要
／詳細は光文堂まで）�

■2010年（平成22年）「寅」年がス
タートしました。厳しさはまだ昨年
から尾を引いておりますが、いつま
でもこのような時代が続くわけはなく、
きっと今年が明るい兆しが見えてく
ると信じております。■「業態変革」
実践プランが本格的な取り組みに入
ります。新春早々にセミナーも開催
されますので是非聴講においでくだ
さい。■今年もよろしくお願い申し
上げます。事務局員一同。�
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事務局だより�

●日時：平成22年１月22日(金)�
　　　　　　　　　　23日(土)�
●場所：名古屋市吹上ホール�
　　　 （名古屋市中小企業振興会館）�


